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論文内容の要旨
本論文は，律令国家の神祇祭最巴(律令制神祇祭配〉の制度を，律令国家の宗教的イデオロギー装置とし
て位置づけ，それによっていかなる宗教的イデオロギー支配が現実に行なわれたのかという点を，全体的
に解明せんとしたものである。
「序論 研究の視角と本書の構成」で，イィの問題関心を述べたあと，了第一部 律令制神祇祭紀論Jでは，
律令国家と神祇祭紀の関係を総合的にとらえ，その照史的特質を解明している。
「第・章 律令国家の神祇祭最巴とその暦史的特質」は，本論文の総論にあたるもので，律令制神祇祭最巴
の全体構造，歴史的展開，特質を明らかにしている。律令制神祇祭紀のうち，昼の祭紀である班幣制度・
奉幣制度の実態を明らかにした上で，幣息というモノが天皇の下賜物という観念を込められた宗教的イデ
オロギー支配の媒介物として機能していたこと，夜の神事では，天皇が呪術を体現するものとして君臨し
ていたことを述べる。律令制神祇祭記の運営は神祇富一神祇職が統括するが，太政官一国司が関与するこ
とで，宗教的イデオロギー支配が令国に投ぶ仕組みになっていた，とする。律令制神祇祭犯は，七世紀中
ごろから段階的に発展し大宝律令の施行をもって完成し.八，九世紀に変容したとする。
「第二章 律令制神祇祭杷と畿内・大和国の神(社)Jでは，神(社)の地理的分布を検討しそれが畿
内に集中している歴史的背景，とくに大和の神(社)と律令制神祇祭杷との関係を具体的に考察している。
鮒論「葛木甲車(神付)の名称について」は.それが鴨都昧波八軍事代主命神社と高嶋阿治須岐託彦根命
神社の両方をさしていたが，後にがj者のみをさすようになったこと，前者が祈年祭の御年神にふさわしい
ことを明らかにしている。
「第二部 神祇官職論」では，律令制神祇祭紀の機構・制度由ーの解明をめざしている。
「第一章 律令神祇官需1の成立」は，作令神祇官制の中央機構である神祇官が，ポ武明の P神宮」を先
行官可として，浄御原令制下に実質的に成立したことを論じている。
「第二章 律令国家に於ける神祇職」は，前章と対をなすもので.律令神祇官制の地点機構である神祇
職をとりあげ，その構成の類型分け，存在ー形態，市1度的変遷を明らかにしているo
「附論 『祝詞』に見える神祇職ー|は，表題の神祇職にぺ類型あること，その呼称・用法を検討したも
のである。
「第二三章 祝・祝部に関する基礎的考察jは，第二章を受けて，神祇職の一つである祝を取り上げ.地
万の視が律令宵制に組み込まれる過程，八~九世紀の制度的変遷，中国の祝との比較を行っているc
「第三部 $幣の使論」は，班幣制度と対をなす奉幣制度の全体像を明らかにすることをつうじて，律
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令的宗教イデオロギーの交通の問題を明らかにすることを国的としている。
「第一章 律令国家と奉幣の使」では，大忌・風神祭や伊勢神宮の祭最巳臨時に各神(社)に派遣され
る奉幣の使が重要であること，おびただしい奉幣の使が派遣されていたことを明らかにし，奉幣の使の重
要性を指摘している。
「第二章奈良時代の奉幣の使の実態」では，奉幣の使のおびただしい派遣状況の実態を検討するもの
である。使者の地位，人員，目的などを検討し，白然・社会・凶家の秩序維持の役割を果たしたこと，律
令国家の宗教イデオロギー的性格の強い制度であることを明らかにしている。
「第凶部幣用論」は，律令制神祇祭最Eにおいて，中央と地方をつなぐ媒介物である幣吊にかんする某
礎的研究をめざすものである。
「第一章 白木古代社会に於ける『幣吊』の成立」では，幣吊=ミテクラは革本的には天皇から神に対
する捧げ物であり，神の依り代である常緑樹のサカキにニキテと称する木綿や麻の繊維をたらし， 首長権
の象徴である鏡と玉や武器を付けたものであったとする。これを棒げる班幣制度は.天武朝に画期がある
が，大宝律令制で完成したとする。
「附論 日唐律令に見える神への樺げ物考」は，日本における神への捧げ物とjきにおける神への俸げ物
と比較すると，布製品だけが類似し，それに礼物の意味の「幣」を付けて法制用語の「瞥市」が成立した
とする。
「第二章 『続日本紀』に見える幣・幣同記事についてjでは，表題の記事を整理検討し奉幣は自然・
社会・国家の秩序維持のために随時行われ，天皇の意志を国家意志として自由に表現できる機能を持って
いたことを指摘する。このため，奉幣は古くから行われていたが，浄御原令制で律令国家の宗教的イデオ
ロギー装置として位置づけられたとする。
「第五部神祇祭記の周辺一社会・文化・文書-Jの「第一章 日本古代『亙親』論」は盛硯の実態を
迫求したもので，遊行・漂泊タイプが多いこと，透視・予言能力を持つこと，超自然的存在と交流できた
ことなどを論じている。
「第二章信濃国と梓弓」では，この弓が天皇とかかわる特異な弓であること，梓が神と人との交流の
媒介たりうること，梓とはヨグソミネパリである可能性があることを明らかにしている。
「第宍章 『熱出神宮古文書』に関する基礎的考察ー|は.表題の文書群の基礎的検討で，如法院本が最
古の写本であること，後人の加筆に注意すれば平安初期の神社史料として活用できることを指摘している。
以kの全五部からなる考察により，律令制神祇祭記制度の実態が解明され，それが律令国家の宗教的イ
デオロギー装置として位置づけられており，それによって宗教的イデオロギー支配が行われていた状況が
明らかにされている。
論文審査の結果の要旨
神祇祭杷の研究は"これまで神道史研究として進められてきたが，特殊な研究分野と見なされて敬遠さ
れる状態が最近ーまで長く続いてきた。本論文は， こうしたなかにあって，神祇祭最E研究を律令国家論のな
かに位置づけることを通じて，研究の普遍化を図ることをめざしたものである。本論文は， このような神
祇祭即日研究の新しい潮流をリードする研究ということができる。
本論文では，この目的のために，律令国家の神祇祭把(律令制神祇祭紀)を，律令国家の宗教的イデオ
ロギー装道として位置づけたよで，神祇祭肥の告IJ度そのものを明らかにするという基礎的作業の必受性を
強調しまた.律令国家の宗教的イデオロギーが中央と地方の聞でどのように交通するのか， という観点
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を重視しているのいずれも，律令同家論のー毘として神祇祭最Eを解明しようとするす.場ーから必然的に導き
出されている視角といえる。
本論文では，以上の立場ーから，律令制神低祭杷の全体的な構造を明らかにすることをめざして，主要な
祭記並びに神(社)の性格，巾央・地プjの神祇関係の官職，中央と地方を結ぶ奉幣・班幣帝1I度，天皇と国
家の宗教的意志を媒介する幣用そのもの，律令的神祇祭杷をめぐる社会的・文化的状況などの多くの問題
の解明に総合的に取り組んでおり，かなり成功していると判断される。まずこの点を評価したい。
「第剖i律令制神祇祭杷論」の|第・苧: 律令同家の神祇祭最巴とその歴史的特質」は，木論文全体の
総論ということができる。律令制神祇祭)fI~が，班幣制度と奉幣制度とを両輪とする昼の祭杷と，天皇が呪
術を体現するものとして君臨していることを示す疫の祭把からなるという全体構造を持つことが明解に提
ぶされている。また，幣自が宗教的イデオ口ギー支配の媒介物としての性格を持つことをはっきりさせた
ことも注目される。さらに，祭jF~の運常にあたって.神祇官一神祇職だけでなく，太政官一国司が関与し
ていたことを指摘したことは，律令制柑lt，氏祭杷を通じて宗教的イデオロギー支配が行われていたことを明
確に示しており，重要である。また，作令制神祇祭把成立の初段階も，本章で明らかにされている。
「第二苧 律令制神祝祭最Eと畿内・大和国の';:1 (社)Jでは，たとえば大神社と鎮火祭との関係のように，
とくに大和の神(社)と待令制神低祭紀との関係を，個別l具体的に検討することによって，大和の個々の
神(社)と伺々の神低祭杷とが浮き彫りにされた点が重更である。
附論r.t草木嶋(神社)の名称、について」は，従米明らかでなかった葛木鴨(神社)の正体を解明した小
編である。古代の重要な神(社)である鴨神(社)の性格解明に寄与するところが大きい。
「第二部 神低官職論」は，律令制神低祭杷を機構・制度面から解明することをめざしている。
「第一章 律令神祇官布1の成立」では，従来から天白朝以前の|祭官 II伺官頭」などが律令神祇宮市1)の
中央機構である神祇宵の先行有司であると指摘されてきたが，そうではないことを示したことは，通説の
変史を迫っており，注目される。また，その上で，神祇官が天武朝から持統朝にかけて段階的に成寸.して
きた道筋を明らかにしたことが注目される。
「第二章 律令国家に於ける神祇職ーは，第ー章と対をなすもので.律令神祇官制の地方機構である神
祇識についての初の本格的研究である。関係史料を幅広く集めて検討したもので. これによって地方の神
低職の構成，存在形態，制度的変選がはじめて明らかにされたことの意義は大きく， この分野の基本的論
文として評価できる。
「第三章 悦・祝部に関する基舵的考察」は，地五の神祇職の・つである祝の身分・任用・職掌・特権
などを総合的に明らかにした初めての研究と位置づけられる。また.祝が律令官制に組み込まれる過程を
追うことにより，神祇宮のト部組織の成立過程を明らかにしたことは重要な成果である。
「第三部奉幣の使論」の「第一章律令国家と挙幣の使」と|第二章 奈良時代の奉幣の使の実態J
は，いずれも新稿であり，著者によってあらたに開拓された研究分野である。奉幣の使がさまざまな恒常・
臨時の祭耐におびただしく派遣されたおり.それを媒介として宗教イデオロギーが地方にもたらされたこ
とを明らかにし.それに基づいて本幣の使の重要J性を指摘している。従米は，班幣制度の方が注目された
きたが，率幣制度のそれに勝るとも劣らない重要性を明らかにしたことは，作令凶家の宗教政策を考える
上できわめて重要な提起である。今後の研究は，来幣制度と班幣制度の両側面を総合的に考察することが
要求されることになる。在地の祭rfJ巳構造と関係づけて考察すれば，さらにその重要性が浮き彫りになるで
あろう。
「第四部 幣吊論」は，中央と地方をつなぐ律令制神祝祭杷の媒介物である幣吊に関する初めての基礎
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的研究といえる。
「第一章 円本古代社会に於ける『幣吊』の成立Jと「附論 日唐律令に見える神への捧げ物考Jでは，
幣寓やそれに関係する語句の用例を広く集めて検討し，従来漠然と神への捧げ物程度の意味で、使用されて
きた「幣吊」という語が法制用語であり，人-官律令制で成立したこと.訓みがミテクラであり，天皇から
神に対する捧げ物を意味することをはうきりさせたことが重要である。また，その実態についても， これ
まで正面から検討されてこなかったが，神の依り代に木綿や麻の繊維や，首長権の象徴である鏡と玉や武
器を付けたものであったことを明らかにした。これらの指摘により，幣南を障げる班幣制度を，具体的に
考える手がかりが与えられたと評価できるo
「第一二主主 『続日本紀Jに見える幣・幣串記事について」では，表題の記事を整理検討し奉幣制度が
どのように機能していたのかが具体的に明らかにされている。第三部と佃まって.奉幣制度の重要性がさ
らに明確にされている。
「第五部神祇祭杷の周辺一社会・文化・文書一」は，神祇祭紀に閲する諸問題を倣った部分である。
「第一章 日本古代『厚親』論」は，史料に即して~親の実態を追求したもので，従来は共同体との関係を
重視する見方が多かったのに対して，共同体とは別次元で遊行・漂泊するタイプが多いことを明らかにし
たことが注目される。
「第二章信濃困と梓弓」では，梓弓の特異性を史料の博捜を通じて明らかにしており，また，梓がヨ
グソミネパリである可能性を，山土木製品に関する考肯学のデータなど， さまざまな資料を動員して，か
なりの程度明らかにすることに成功しているo
「第二草: r熱田神宮古文書』に関する瓦・礎的考察」は，後世の写本から平安初期の重要な神社史料を
抽出する作業で，著者の書誌学的な素養をうかがわせる。
以上のように，全五部からなる考察は体系的に整理されており，律令制神祇祭杷制度の実態を全体的に
解明しそれを律令国家の宗教的イデオロギー装置として位置づけ，宗教的イデオロギー支配が行われて
いた状況を具体的に明らかにするという本論文の目的はかなり果たされているということができる。また，
この目的から，たとえば奉幣制度や地方の神祇職などの多くの新しい研究課題を提起していることも，木
研究の価値を高めている。史料の博捜と研究史の十分な整理に某づく論の展開は，堅実である。概念規定
がやや l分でない点があり.在地における神低祭杷の解明があまりなされていないが.前者によ勺て組告書
は生じておらず，後者は，むしろ本論文の成果にたって.次になされるべき研究課題と位置づけるべきも
のである。
以上の所見により.本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授号するに値するものと認められる。
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